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もない慶雲 3 年 (706) 2 月に令の歳役条の実役規定を修正する格が出されていることなどから，古
代律令国家が本来人民を使役する歳役制を規定していたことを立証している。
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第 3 章「調庸違反と対国司策j は，律令負担体系の根幹をなす調庸徴集が 8 世紀末から励行されな
くなった過程で，ことに平安初期の 9 世紀中期から 10世紀初頭にかけ，有効な対策のないままに，地
方官である国司がいわば調庸徴収のための私的な請負人化していく傾向を明らかにした。















































づけられるかという大きな問題であって，今後の研究の深化が期待される点である。第 5 章は 10世紀
以降の臨時雑役が，調・庸・雑径などの人身負担の変質と個別的人身支配の解体とによって成立した
ことを明確にしようとしたものである。これによって， 10世紀初頭から 11世紀前半にかけ，純粋の人
身賦課ではなく，土地を媒介として有力農民に臨時雑役を賦課することになり，古代から中世への展
望が開けてくることを示唆している。
以上， 639ページ (400字詰)にわたる本論文の内容を，その構成に即して検討してきたが，さらに
全般的にみれば，極めて堅実な実証的方法によって立論している点が大きな長所として認められる。
古代史についての史料的制約のために，なわ論証の不十分な点はまぬがれえないが，それについても
本論文の筆者は十分に自覚し，斬新かっ大胆な問題提起をなしつつも，その解決を今後の研究の深化
に期しているのは，極めて良心的な態度ということができるであろう。
しかし本論文にも，若干の短所や問題点を指摘することができる。まず，本論文は「律令負担体系
の研究J と題しているが，租・庸・調の問題が欠落しており，かっ本論文の主題である倍役制度に限
定してみても，庸・調の問題はこの主題と決して無関係で、はない。また径役制度のみについてみても
歳役・雑径のほかに仕丁・駅子・牧子などの雑役があり，本論文の筆者を含めて，今後の研究が期待
される。つぎに本論文は古代律令国家時代の農民の負担体系を制度史的に実証しようとしたものであ
るが，そのためには，大化改新以前からの推移と， 11世紀以降，中世への展望を明確にすることが緊
要である。その点で本論文は必ずしも十分に論及しているとはいえない。しかし以上のような暇瑳は
本論文の筆者が堅実な実証的研究方法によって提示した幾多の独創的な知見を些かも損ずるものでは
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以上のような観点から，本審査委員会は本論文が文学博士の学位請求論文として十分その価値を有
するものと認定する次第である。
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